
研究分野：有機半導体材料・デバイス
研究テーマ：・有機分子膜の電荷輸送メカニズム

・電荷キャリアの電子スピン共鳴観測
・キャリアドーピングによる新機能開発

田 中 研究室

当研究室では、「半導体材料」としての有機分子の可能性を追求しています。電気の
流れを制御し、発電し、発光する。従来、無機の半導体材料を用いて実現されてきた
様々な電子機能が、有機材料でも実現できるようになっています。私たちは、様々な有
機材料を対象として素子の性能向上や新機能開発、さらには素子駆動メカニズムの解
明を目指して研究に取り組んでいます。

-80-60-40-200

0

5

10

Vd ( V )

I d
 (

 
A

 )

Vg ( V )

0
-20
-40

-60

-80

トランジスタ出力特性

発光観測

デバイス構造多様な有機電子材料 電子機能発現

電子スピン共鳴(ESR)法を用いたミクロな分子材料評価

キャリア運動の
観測
⇒分子設計評価

・Adv. Funct. Mater. 30, 
2000389 (2020).

・Commun. Phys. 2, 
96 (2019).

界面分子配向評価
⇒高移動度化の鍵

・Phys. Rev. B 84, 
081306(R) (2011).

・Appl. Phys. Lett. 105, 
033301 (2014).

キャリアドーピングによる電子状態制御と新機能開発

電解質を用いた簡便かつ高濃度のドーピング
（電気2重層ドーピング/電気化学ドーピング） 導電性高分子の絶縁体-金属転移と熱電変換特性制御

Appl. Phys. Lett. 107, 243302 (2015); Appl. Phys. Lett. 119, 183304 (2021). Sci. Adv. 6, eaay8065 (2020); Commun. Phys. 4, 8 (2021).

電解質を塗布した
トランジスタ素子
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